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　子供達の基礎学力の向上を図る
ため、読書活動を含め、補充学習
に取り組んでいることはありがた
い。多忙化を極める中で、一人一
人の児童を大切に指導していくと
ともに、児童との心のつながりを
失うことのないよう、これからも
指導をお願いしたい。

・子供達が元気で意欲的に学習に取り組んでいるように見えました。教職員と児童とのよい信頼関係が築けていると感
じた。
・挨拶や言葉遣いがうまくできるような指導が大切である。学校・保護者・地域で、お互いに思いやりのある言葉をか
け合い、自然に身につけられるようにすることが大切である。
・学校を訪問したときに感じましたが、子供達の掃除はとても丁寧です。
・子供達に交通マナーの指導をすることが大切。特に、道路の歩行や自転車の乗り方については危険な子供を見かけ
る。小学校段階で正しい交通マナーを身につけさせてほしい。また、店舗前の駐輪の仕方についても指導が必要ではな
いか。
・玄関付近の「小さい花壇」は学校と運営協議会で美しくなりました。正門手前までの大きな木々については、大きな
作業となるため、今後運営協議会で再考したいと思います。
・心も身体も大きく成長する小学校時代を明るく楽しく元気に過ごせるようにお願いしたい。参観で子供達の活気ある
活動に触れられてよかった。
・教職員が多忙であると聞いている。地域として取り組めることがあれば、少しでも協力すべきであると思う。
・保護者と地域が交流できる場が必要であると思う。互いに意見交換し、地域でできることがあれば、できる限り取り
組んでいきたい。

その他のご意見

　運動会や夏まつり、もちつ
き大会などの学校行事に地域
の方々が多数参加していた。
開かれた学校の理念が色濃く
反映されている。今後も地域
に開かれた学校づくりをお願
いしたい。

　基本的な生活習慣の一つとして、挨拶
に取り組んでいくことは大切であり、今
後も継続して取り組みを進めてほしい。
一部高学年で、「返事のない」子供が増
えているように感じた。地域でも気を付
けていくので、学校・家庭でもご指導く
ださい。
　訪問した際、先生方が必ず挨拶してく
れるので、心が明るくなる。
　ボランティアで行くと、子供達が必
ず、「今日はよろしくお願いします」と
言ってくれる。指導が行き届いている
し、身についている。

　授業の参観を通して、どの学級も
落ち着いて学習に向かえている姿は
よかった。個々の先生が、工夫を凝
らしながら授業をしていることがう
かがえた。
　授業参観だけではわからない子供
の様子について、懇談会等で情報交
換する必要がある。保護者間のつな
がりが希薄と言われる中で、懇談会
への参加者を増やす工夫を先生方に
お願いしたい。

　今後も、学校だよりやホーム
ページなどにより、地域に広く情
報を発信し、保護者や地域の方々
の理解を得て、充実した支援・協
力が得られる学校であってほし
い。
　広報活動の一つとして、地域の
回覧板の活用を検討してみてはど
うか。

　命の大切さ、友達との心の通い
合い、親と子の絆など、意識的に
考える機会をもつ必要のある大切
さなテーマがあると思う。ゆたか
な心を育成していくことは、学校
だけの問題ではなく、家庭との連
携が不可欠である。

　子供達の学習意欲を高め、
根気よく考える力をつけ、学
ぶ楽しさを味わわせてほし
い。また、配慮の必要な子供
達が増加する昨今、きめ細か
い指導体制を整備し、取り組
みをすすめていただくことを
切にお願いしたい。

　　　　　　平成　３０　年（2018年）　２　月　１６　日

学校の自己評価についてのご意見

　読み聞かせ、町探検、裁
縫・調理におけるボランティ
アなど積極的に地域の人材を
活用し、教育活動の充実に努
めている。学校（子供）との
距離感が近くなり、互いの顔
が見えることにつながってい
る。

　読書活動を推進するため、朝読
書に加え、ビブリオバトルなど新
たな取り組みを行い、活性化を図
ることは大切である。また、ゆた
かな心を育てるため、学年の取組
みに加え、集会などの全校的な取
り組みにより、心の育成を行うこ
とが大切である。

　子供の学力を保障するため、教
師が授業力をつけるのは当然のこ
とであり、そのために日々研修を
実施することは、重要である。家
庭学習の定着のためには、家庭と
の連携をさらに深めてほしい。
朝学タイム等学力向上への取組み
は、是非継続してほしい。

　訪問した際、そうじの時間に児童が一
生懸命拭き掃除をしていて、感心した。
授業でも元気よく大きな声で発表できて
いた。豊かな心を持つ児童の育成には、
家庭との連携も大切であり、これからも
粘り強く啓発に取り組んでほしい。
　全国的に問題となっている「いじめ」
について、「いじめなくそーデー」を含
め、効果的な取組みが出来ているか。

ゆたかな心 確かな学力

　開かれた学校として、保護者・
地域の方々と連携した取り組みを
すすめることはとても大切であ
る。その意味で、学校運営協議会
委員との協議の場を拡充し、地域
とともにある学校づくりを進めて
ほしい。

地域とともにある学校

 「強く・正しく・美しい心を持つ、健全な子どもの育成」をめざし、児童が生き生きと活動できる教育活動を進めて
いる。学校は、教育目標実現に向けて、保護者や地域との連携に努めながら取り組みを進めている。
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